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上
智
大
学 

西
北
タ
イ 

歴
史
・
文
化
調
査
団
に
つ
い
て 

～
調
査
中
の
一
幕
～ 

 
 

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
で
は
、

上
智
大
学
西
北
タ
イ
歴
史
・
文
化
調

査
団
（以
下
調
査
団
）が
一
九
六
九
年

か
ら
一
九
七
四
年
に
か
け
て
、
三
回

に
わ
た
っ
て
調
査
収
集
し
た
衣
装
や

生
活
道
具
な
ど
を
数
多
く
展
示
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
衣
服
や
神
画
、
文

書
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
（
過
去
の 

ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ 

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
参
照
）。 

今
回
は
、
調
査
団
が
ど
の
よ
う
な

場
所
を
拠
点
に
し
て
い
た
の
か
、
ま

た
調
査
の
合
間
に
あ
っ
た
出
来
事
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

調
査
団
は
三
回
の
調
査
に
お
い
て
、

タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
を
中
心

に
各
地
へ
調
査
に
出
向
い
て
い
ま
す

（
図
一
）
。
宿
舎
と
な
っ
た
の
は
、
チ
ェ

ン
ラ
イ
県
メ
ー
チ
ャ
ン
郡
の
町
に
あ

る

、
タ

イ

の

山

地

民

族

学

者

B
o

o
n

c
h

u
e

y
 
S

ris
a
v
a
s
d

i

氏

の
家
で
す
（写
真
一
、
二
）。 

 

メ
ー
チ
ャ
ン
の
町
は
北
に
三
十
キ

ロ
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
、
東
に
三
、

四
十
キ
ロ
で
ラ
オ
ス
の
国
境
に
到
達

し
、
中
国
の
雲
南
省
に
も
近
い
場
所

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
移
動
生
活
を

営
む
多
く
の
山
地
民
族
集
団
が
集
結

す
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
移
住
経
路

や
社
会
構
造
、
民
族
間
の
関
係
性
を

研
究
す
る
調
査
団
に
と
っ
て
絶
好
の

場
所
で
し
た
。
こ
こ
を
拠
点
と
し
て

車
が
通
れ
る
道
は
車
で
、
車
が
通
れ

な
い
山
道
は
馬
や
徒
歩
で
移
動
し
て
、

山
間
部
に
点
在
す
る
村
で
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
に
は
通
訳
が
同
行

し
、
葬
式
や
結
婚
式
が
あ
る
と
聞
く

と
撮
影
や
調
査
に
出
か
け
ま
し
た
。

全
員
で
同
じ
場
所
を
調
査
す
る
こ
と

 

・上智大学西北タイ歴史・文化調査団について 

～調査中の一幕～ 

・南山大学人類学博物館のマコンデ彫刻 

  図一 調査団による手描きの地図 写真一 メーチャンの宿舎 

写真二 宿舎内の団員の部屋 

メ―チャン 



【参
考
文
献
】 

白
鳥
芳
郎 

一
九
六
九
「
研
究
ノ
ー
ト 

西
北
タ
イ
山
地
民
族
探
訪
の
記
録
―
タ
イ
国
に
お
け
る

歴
史
・民
族
学
の
研
究
現
状
」『上
智
史
学
』十
四
：一
一
九
―
一
三
八  

上
智
大
学
史
学
会
。 

一
九
七
一
「上
智
大
学
西
北
タ
イ
歴
史
・文
化
調
査
団
報
告
」 

『上
智
史
学
』十
六
：一
二
九-

一
三
二 

上
智
大
学
史
学
会
。 

白
鳥
芳
郎
・竹
村
卓
二 

一
九
七
〇
「研
究
ノ
ー
ト 

上
智
大
学
西
北
タ
イ
歴
史
・文
化
調
査
団
の
成
果
― 

略
報
―
」『上
智
史
学
』十
五
：一
二
一-

一
二
八 

上
智
大
学
史
学
会
。 

中
塚
発
夫 

一
九
七
二
「第
二
次
上
智
大
学
西
北
タ
イ
歴
史
文
化
調
査
団
の
成
果
―
略
報
―
」 

十
七
：八
三-

九
一 

上
智
大
学
史
学
会
。 

西
北
タ
イ
歴
史
文
化
調
査
団 

一
九
七
一
「Ⅰ

.

西
北
タ
イ
山
地
民
族
第
一
次
調
査
日
誌
」 

『上
智
人
類
学
』二
：一-

三
二 

上
智
人
類
学
研
究
会
。 

一
九
七
四
「Ⅰ

.

西
北
タ
イ
山
地
民
族
第
二
次
調
査
日
誌
」 

『上
智
人
類
学
』三
：一-

三
九 

上
智
人
類
学
研
究
会
。 

白
鳥
芳
郎
編 

一
九
七
八
『東
南
ア
ジ
ア
山
地
民
族
誌
―
ヤ
オ
と
そ
の
隣
接
諸
種
族
―
』講
談
社
。 

も
あ
れ
ば
、
目
的
に
よ
っ
て
は
何
組

か
に
分
か
れ
て
別
行
動
を
と
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
調
査
中
は
夕
食
後

に
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
を
取
り
、
調

査
の
進
捗
状
況
の
共
有
や
軌
道
修
正

を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
調
査
を
し
な

い
休
日
は
収
集
し
た
調
査
の
整
理
を

し
た
り
、
周
辺
の
博
物
館
や
遺
跡
の

観
光
、
買
い
物
を
し
た
り
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
日
本
や
近
隣
国
か
ら
団

員
を
訪
ね
て
研
究
者
が
調
査
の
見
学

に
来
る
こ
と
も
あ
り
、
医
療
関
係
者

が
来
た
際
に
は
、
山
地
民
に
対
し
て

の
医
療
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
（
写

真
三
）
（
一
九
七
四 

西
北
タ
イ
歴
史
・

文
化
調
査
団
）
。 

写
真
四
～
六
は
、
二
次
調
査
中
の

一
九
七
一
年
十
二
月
二
十
五
日
に
、

メ
ー
チ
ャ
ン
郡
に
あ
る
ノ
ン
ウ
ェ
ン

と
い
う
ユ
ー
ミ
エ
ン
族
の
村
で
撮
影

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
、
ノ
ン
ウ

ェ
ン
で
は
昼
か
ら
夕
方
に
か
け
て
結

婚
式
が
執
り
行
わ
れ
、
夜
に
は

B
o

o
n

c
h

u
e

y

氏
や
同
じ
く
研
究

者
で
あ
り
調
査
団
員
の
身
許
引
受
人

の

T
h

o
n

g
s
u

k
 

R
a
k
m

a
n

u
s
a

氏
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
山
地
民
の
映
画

上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
部

の
調
査
団
員
が
結
婚
式
、
映
画
上
映

会
に
参
加
す
る
た
め
、
メ
ー
チ
ャ
ン

の
宿
舎
か
ら
ノ
ン
ウ
ェ
ン
に
向
か
い

ま
し
た
。
映
画
上
映
会
に
は
ユ
ー
ミ

エ
ン
族
の
他
に
近
隣
の
ア
カ
族
が
参

加
し
、
上
映
後
に
は
ア
カ
族
に
よ
る

ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
出
店

も
並
び
、
賑
や
か
な
催
し
だ
っ
た
よ

う
で
す
（
写
真
七
）
（
一
九
七
四 

西
北

タ
イ
歴
史
・文
化
調
査
団
）
。 

調
査
の
成
果
は
『
東
南
ア
ジ
ア
山

地
民
族
誌
―
ヤ
オ
と
そ
の
隣
接
諸
種

族
―
』
や
論
文
な
ど
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
所
蔵
し
て
い
る
写

真
や
日
誌
か
ら
は
そ
こ
に
は
載
せ
ら

れ
て
い
な
い
調
査
中
の
出
来
事
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
興
味

深
い
も
の
で
す
。 

（南
山
大
学
人
類
学
博
物
館 

 
学
芸
員 
秦 

優
莉
香
） 

    
 

 

 

 

 

 

写真三 診察の様子 

写真四 映画を観るユーミエン族、通訳 

写真五 映画を観るユーミエン族 

写真六 映画を観るアカ族 

写真七 映画上映会の出店 



南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
の 

マ
コ
ン
デ
彫
刻 

マ
コ
ン
デ
彫
刻
と
は
、
東
ア
フ
リ

カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
国
境
付
近
に
広
が
る
海
抜
五
〇
〇

～
八
〇
〇
ｍ
の
マ
コ
ン
デ
高
原
（
地
図

一
）
に
暮
ら
す
マ
コ
ン
デ
族
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
彫
刻
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

現
在
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
代
表

的
な
ア
ー
ト
（
註
一
）
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
の
マ
コ

ン
デ
彫
刻
は
、
故
西
江
雅
之
氏
に
よ

っ
て
収
集
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
度
に

当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
す
（
以
下
、
西
江
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
称
す
る
）
。
言
語
学
・
文
化
人

類
学
者
で
あ
る
西
江
氏
は
主
に
東
ア

フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
域
、
イ
ン
ド
洋
諸

島
で
言
語
と
文
化
の
研
究
に
従
事
し
、

東
京
外
国
語
大
学
、
東
京
大
学
、
早

稲
田
大
学
、
東
京
芸
術
大
学
な
ど
で

教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
西
江
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
大
ま
か
に
ア
フ
リ
カ
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ア
ン
デ
ス
地

域
な
ど
の
資
料
の
ほ
か
、
動
物
の
は

く
製
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
資
料
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数

は
九
〇
〇
点
以
上
に
も
お
よ
び
ま
す
。

な
お
、
二
〇
一
八
年
度
に
常
設
展
示

の
一
部
を
入
れ
替
え
、
西
江
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た

（写
真
八
）。 

で
は
さ
っ
そ
く
マ
コ
ン
デ
彫
刻
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
前
述
の
と

お
り
、
マ
コ
ン
デ
彫
刻
は
東
ア
フ
リ

カ
地
域
の
マ
コ
ン
デ
族
に
よ
っ
て
作

ら
れ
始
め
た
彫
刻
で
す
。
木
材
に
は

ア
フ
リ
カ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
と
い

う
非
常
に
硬
く
密
度
の
高
い
高
級
木

材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す 

マ
コ
ン
デ
彫
刻
の
主
な
様
式
に
は

人
や
動
物
な
ど
の
具
象
彫
刻
（
写
真

九
・
十
）
、
ウ
ジ
ャ
マ
彫
刻
（
写
真
十

一
）
、
シ
ェ
タ
ニ
像
（
写
真
十
二
）
、
抽

象
彫
刻
（写
真
十
三
）が
あ
り
ま
す
。 

 

【人
や
動
物
な
ど
の
具
象
彫
刻
】 

人
々
の
日
常
生
活
を
描
い
た
作
品

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
頭

の
上
に
水
瓶
を
乗
せ
て
運
ぶ
人
や
、

太
鼓
を
演
奏
す
る
人
、
バ
ナ
ナ
の
房

を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

動
物
の
彫
刻
作
品
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
主
要
観
光
で
あ
る
野
生
動
物
の
サ

フ
ァ
リ
ツ
ア
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
で
、
ゾ
ウ
や
キ
リ
ン
な
ど
が
多
く

製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 【ウ
ジ
ャ
マ
彫
刻
】 

複
数
の
人
々
が
積
み
重
な
る
よ
う

に
し
て
彫
ら
れ
た
彫
刻
で
す
。
ウ
ジ

ャ
マ
と
い
う
言
葉
は
ス
ワ
ヒ
リ
語
（
註

二
）
で
家
族
愛
や
家
族
の
連
携
な
ど

を
意
味
す
る
言
葉
で
、
ウ
ジ
ャ
マ
彫

刻
は
家
系
図
や
家
族
が
協
力
し
あ
っ

て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。 

 

【シ
ェ
タ
ニ
像
】 

シ
ェ
タ
ニ
と
は
、
マ
コ
ン
デ
族
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
精
霊
や
悪
魔
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
シ
ェ
タ
ニ
は
人
を
助

け
る
こ
と
も
す
れ
ば
、
悪
さ
を
す
る

生
き
物
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ェ
タ
ニ
像
は
そ
の
姿
を
表
現
し
た

も
の
で
す
シ
ェ
タ
ニ
像
の
造
形
に
は

決
ま
っ
た
ル
ー
ル
は
な
く
、
人
の
よ

う
な
姿
を
し
た
作
品
も
あ
れ
ば
、
怪

物
の
よ
う
な
姿
を
し
た
作
品
な
ど

様
々
で
す
。 

 
写真八 人類学博物館展示室「南山に託す」 

 
地図一 マコンデ高原（井原 2021） 

 
写真十一 ウジャマ彫刻 

（高さ約 50 ㎝） 

   
写真九・十 具象彫刻 

左 太鼓 右 バナナの房を背負う人 

（高さ約 20 ㎝） 



（南
山
大
学
人
類
学
博
物
館 

学
芸
員 

井
原 
瑠
梨
） 

 

【抽
象
彫
刻
】 

一
九
七
七
年
に
マ
コ
ン
デ
彫
刻
家

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
・
マ
テ
ィ
氏
に
よ
っ
て

考
案
さ
れ
た
様
式
で
す
（
マ
コ
ン
デ

美
術
館
二
〇
〇
三
）
。
ク
レ
メ
ン
テ

ィ
・
マ
テ
ィ
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
催

さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
美
術
の
展
覧
会
に

同
行
し
、
そ
の
旅
先
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
抽
象
的
な
現
代
ア
ー
ト
を
見
て
学

び
、
帰
国
後
に
マ
コ
ン
デ
彫
刻
に
も

抽
象
的
な
表
現
を
取
り
入
れ
始
め
ま

し
た
。
曲
線
や
球
体
を
多
用
し
た
作

品
が
多
い
で
す
。 

 

続
い
て
、
マ
コ
ン
デ
彫
刻
の
歴
史

を
紹
介
し
ま
す
。
マ
コ
ン
デ
族
は
古

く
か
ら
儀
礼
に
用
い
る
仮
面
（
写
真

十
四
）
や
守
護
神
の
像
な
ど
の
彫
刻

を
行
っ
て
お
り
、
木
彫
り
の
名
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
二

〇
年
代
に
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
マ
コ

ン
デ
族
の
居
住
地
で
布
教
活
動
を
行

っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
が
、

マ
コ
ン
デ
族
の
彫
刻
技
術
に
注
目
し
、

マ
コ
ン
デ
族
に
マ
リ
ア
像
な
ど
の
キ

リ
ス
ト
教
に
関
連
す
る
彫
刻
を
作
ら

せ
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
ア
フ
リ
カ

ン
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
を
使
用
し
た
彫

刻
作
品
が
作
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
彫

刻
は
教
会
な
ど
に
売
り
出
さ
れ
、
商

品
と
し
て
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
マ
コ
ン
デ
彫
刻
の
製
作
は
、
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
国
内
で
始
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
植
民
地

支
配
の
激
化
な
ど
に
よ
り
、
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
国
内
で
の
居
住
が
困
難
と
な

っ
た
マ
コ
ン
デ
族
の
多
く
が
ル
ブ
マ

川
を
渡
っ
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
移
住
し

ま
し
た
。 

一
九
五
三
年
に
な
る
と
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
中
央
都
市
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー

ム
に
マ
コ
ン
デ
彫
刻
の
工
房
と
販
売

所
を
兼
ね
た
施
設
が
作
ら
れ
、
マ
コ

ン
デ
彫
刻
の
生
産
量
が
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。
（岩
崎
二
〇
一
二
）。 

一
九
六
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独

立
し
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
一
九
六
〇

年
代
後
半
以
降
、
国
の
文
化
の
ア
ピ

ー
ル
の
た
め
に
、
海
外
の
展
覧
会
な

ど
で
マ
コ
ン
デ
彫
刻
を
出
品
し
ま
す
。

そ
う
し
て
国
内
外
で
も
そ
の
存
在
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
の
タ
ン

ザ
ニ
ア
館
に
お
い
て
も
マ
コ
ン
デ
彫

刻
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
一
九
八
〇
年

代
に
な
る
と
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
の
海

外
旅
行
客
が
急
増
し
、
マ
コ
ン
デ
彫

刻
は
土
産
物
と
し
て
の
需
要
が
高
ま

っ
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
マ
コ
ン

デ
彫
刻
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
代
表
す
る

ア
ー
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

当
館
で
は
西
江
氏
が
収
集
し
た
マ

コ
ン
デ
彫
刻
約
三
〇
点
を
収
蔵
し
て

お
り
、
う
ち
六
点
を
常
設
展
示
し
て

い
ま
す
。
マ
コ
ン
デ
彫
刻
の
重
さ
や

質
感
、
彫
刻
の
繊
細
さ
を
ぜ
ひ
お
手

に
取
っ
て
実
感
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 
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二
〇
二
二
年
十
月
発
行 

編
集
・発
行
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写真十三 抽象彫刻 

（高さ 32 ㎝） 

 
写真十四 仮面 

（縦 約 30 ㎝） 

 
写真十二 シェタニ像 

（高さ 27 ㎝） 

【註
】 

（一
）ア
ー
ト 

本
稿
で
は
鑑
賞
的
価
値
を
有
す
る
絵
画
や 

彫
刻
作
品
等
の
創
作
物
全
般
を
指
す
。 

（二
）ス
ワ
ヒ
リ
語 

ス
ワ
ヒ
リ
語
は
東
ア
フ
リ
カ
海
岸
部
及
び
イ
ン
ド
洋
に 

浮
か
ぶ
島
々
で
広
く
使
用
さ
れ
、
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で

は
公
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
で
あ
る
。 

バ
ン
ト
ゥ
ー
諸
語
に
分
類
さ
れ
る
。 
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